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１１人の男たちが織りなす物語
ポンプ操法

矢祭町消防団Yamatsuri fi re brigade or company

鈴木俊行さん
すずき・としゆき●３５歳。矢祭町消防団第１班
（東舘）第２班長。指揮者。ポンプ車操法の部に
出場。他の選手のことを自分の事のように考える
頼れる存在であると他の団員は話す。

　

消
防
団
。
そ
れ
は
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

使
命
感
を
持
ち
、
地
域
住
民
の
安
全

と
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
組

織
。
地
域
に
密
着
し
た
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
火
災
や
地
震
、
風
水

害
な
ど
の
鎮
圧
や
遭
難
者
の
捜
索
、

火
災
・
災
害
の
予
防
広
報
な
ど
活
動

は
多
岐
に
わ
た
る
。
災
害
発
生
時
に

は
昼
夜
を
問
わ
ず
、
地
域
の
財
産
や

人
命
を
守
る
た
め
に
出
動
す
る
。
そ

の
消
防
団
員
が
、
消
防
用
機
械
器
具

の
取
り
扱
い
や
操
作
方
法
に
つ
い
て

定
め
ら
れ
た
も
の
が
消
防
操
法
と
呼

ば
れ
「
ポ
ン
プ
車
操
法
」
と
「
小
型

ポ
ン
プ
操
法
」
の
部
に
分
か
れ
る
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
は
指
揮
者
か
ら

補
助
員
ま
で
の
５
人
が
ポ
ン
プ
車
を

操
り
、「
操
作
始
め
」
と
い
う
指
揮

者
の
合
図
で
、
20
メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー

ス
を
第
１
線
で
３
本
、
第
２
線
で
３

本
つ
な
ぎ
合
わ
せ
火
点
を
倒
す
ま
で

の
時
間
が
競
わ
れ
る
。
ま
た
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
ポ
ン
プ
車
で

は
通
行
不
可
な
場
所
で
火
災
が
発
生

し
た
と
き
に
使
用
さ
れ
る
小
型
ポ
ン

プ
を
使
用
し
、
指
揮
者
か
ら
補
助
員

ま
で
の
４
名
が
、
ポ
ン
プ
か
ら
１
線

を
伸
ば
し
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
同

様
「
操
作
始
め
」
と
い
う
合
図
で
、

火
点
を
倒
す
ま
で
の
40
数
秒
が
競
わ

れ
る
。
ど
ち
ら
の
部
も
ス
ピ
ー
ド
の

ほ
か
、
規
律
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど

が
要
求
さ
れ
る
。

　

２
年
に
１
度
、
東
白
川
郡
内
の
消

防
団
が
集
い
、
そ
の
技
量
を
試
す
大

会
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
が
ポ
ン
プ
操

法
東
白
川
支
部
大
会
。
こ
の
大
会
で

優
勝
す
る
と
県
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
は

全
国
大
会
ま
で
つ
な
が
る
大
会
と
な
る
。

　

本
番
は
も
ち
ろ
ん
１
発
勝
負
。
出

場
す
る
選
手
た
ち
に
は
並
々
な
ら
ぬ

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
襲
い
掛
か
る
。
そ

れ
を
跳
ね
の
け
る
た
め
に
、
選
手
全

員
が
集
ま
れ
る
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
ま
だ
朝
の
薄
暗
い
時
間
か
ら
６
時

半
ま
で
の
練
習
を
繰
り
返
し
行
っ
て

い
る
。
た
と
え
雨
が
降
る
日
で
も
中

学
校
体
育
館
下
の
ピ
ロ
テ
ィ
ー
を
使

用
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
自
分
に
足
り
な
い
部
分
を
見
つ
け

汗
を
流
し
て
き
た
。

　

今
年
の
支
部
大
会
は
７
月
27
日

（
日
）、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
矢
祭

町
営
運
動
場
で
実
施
さ
れ
る
。
何
の

た
め
に
ポ
ン
プ
操
法
を
や
る
の
か
、

そ
の
答
え
を
見
つ
け
る
た
め
に
残
り

１
か
月
を
切
っ
た
練
習
で
己
の
操
法

に
磨
き
を
か
け
、
支
部
大
会
に
す
べ

て
を
ぶ
つ
け
る
。

小松康幸さん
こまつ・やすゆき●３５歳。矢祭町消防団第２班
（山野井）第 1班長。指揮者。小型ポンプ操法の
部に出場。班の中でもポンプ操法に１番の情熱を
持ち、面倒見も良いと団員からの信頼も厚い。
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火
消
し
た
ち
の
夏

試
行
錯
誤
の
日
々



指
揮
者

１
番
員

３
番
員

２
番
員

補
助
員

指
揮
者

１
番
員

２
番
員

４
番
員

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部　

第
２
班
【
山
野
井
】

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部　

第
１
班
【
東
舘
】

補
助
員

３
番
員

45

選手たちの声
　選手で最年長、班長でもあ
るので若い選手に練習に取り
組む姿を見せるよう心がけて
います。放水まで 45 秒の勝
負なので動作の正確性を上げ、
１月からの練習の成果を優勝
という形で出したいです。

　常に高い目標、絶対勝つと
いう気持ちを持ち、ホースの
延長はタイムに関わるので丁
寧かつスピーディにと心がけ
ています。本番は優勝。個人
でも最優秀選手に選ばれるよ
う精一杯やりたいです。

　連携が大事なのでスピード
を出しながらも規律の正確性
を求め練習しています。小型
ポンプの部の郡大会は 20 数
年に１度しか班に回りません
ので、ケガなどせず本番に臨
めればと思います。

　1本 1本課題を見つけなが
ら練習に取り組んでいます。
３番員とタイミングを合わせ
ることが重要なので呼吸を合
わせ、自分に与えられた役割
をこなして少しでも上に行け
るよう頑張ります。

　選手のサポートが私の大き
な役目です。早朝から他の選
手と一緒に練習するのはとて
も貴重な経験。出場する選手
と同じ気持ちで上の大会を目
指し、悔いの残らないような
大会にしたいです。

　ポンプ操法は一人ひとりが
やるべきことをきっちりやら
ないと形になりません。班全体
が１つになればと心がけ練習
に取り組んでいます。東白川
支部大会では誰がどう見ても
優勝という操法をしたいです。

　１番員はすべての起点にな
り１線目のポイントになるの
で、掛け声は気持ちを乗せて
発するようにしています。メン
バー全員が最優秀賞、支部大
会だけでなく県大会でも優勝
するつもりで頑張ります。

　体力が勝負の３番員なので
キツいときでも、いかに動じ
ず我慢できるかだと思います。
大会では、今まで練習してき
た成果を発揮し、選手の一体
感を見ている人に感じてもら
えるよう頑張ります。

　補助員は３番員が水利に入
れた吸管を支えるという地味
なポジションではありますが、
選手の皆さんが安心して操法
できるよう陰ながら支えてい
ける存在になれたらと思いま
す。

　１線目は１番員へより早く
結合すること、２線目では火点
を倒すことが２番員の役割な
ので正確性など１本１本自分
なりに目標を立てて練習して
います。全員が最優秀選手賞
で優勝できるよう頑張ります。

　４番員はメンバーとタイミ
ングを合わせることが多いの
で協調を大事にしています。
ホースのねじれを考えた送水
の圧力調整が難しいですが、
本番はポンプ車の性能を 100
％出して優勝したいです。

小松康幸さん

鈴木　剛さん

長塚進治さん

石井祐一郎さん

田所淳司さん

鈴木俊行さん

桑原英之さん

菊池紀文さん

小室翔志さん

小室裕之さん

鈴木将史さん

７月２７日に開催されるポンプ操法
東白川支部大会に出場する１１人を紹介

火
消
し
た
ち
の

夏
開
幕

狙
う
標
的
は
「
完
全
優
勝
」

ポンプ操法東白川支部大会

2014.7.27矢祭町　　町営運動場Date.
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ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
で
は
毎
年
７
月
１
日

〜
８
月
31
日
ま
で
の
２
ヶ
月
間
を
無
休
で

運
営
し
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
競
泳
練
習

が
で
き
る
プ
ー
ル
や
幼
児
用
プ
ー
ル
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　

▼
大
人
１
回
（
３
時
間
）
…
６
０
０
円

（
団
体
３
５
０
円
）
▼
子
ど
も
１
回
（
３

時
間
）
…
３
５
０
円
（
団
体
２
５
０
円
）

▼
幼
児
１
回
（
３
時
間
）
…
１
０
０
円
（
団

体
５
０
円
）
※
団
体
は
１
団
体
２
０
名
以

上
と
な
り
ま
す
。３
歳
未
満
は
無
料
で
す
。

回
数
券
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
券
も
あ
り
ま

す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
夏
休
み
期
間
中
（
７
月
19
日

（
土
）
〜
８
月
24
日
（
日
））
は
、
矢
祭
町

民
の
幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
及
び
対
象
世

帯
に
交
付
し
て
い
る
同
伴
保
護
者
カ
ー
ド

を
利
用
す
る
場
合
は
無
料
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で
（
屋

外
プ
ー
ル
は
午
後
４
時
30
分
で
終
了
）
▼

１
回
目
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30

分
）
▼
２
回
目
（
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
）
▼
３
回
目
（
午
後
５
時
〜
午

後
８
時
） 

※
３
回
目
は
、
室
内
温
水
プ
ー

ル
（
25
ｍ
）
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

利
用
期
間

　

７
月
１
日
（
火
）
〜
８
月
31
日
（
日
）

の
２
ヶ
月
間
は
無
休
で
運
営
し
ま
す
。（
通

常
は
水
曜
日
定
休
）
室
内
温
水
プ
ー
ル
は

年
間
を
通
し
て
の
運
営
と
な
り
ま
す
。

利
用
施
設

　

室
内
温
水
プ
ー
ル
（
25
ｍ
）、屋
外
プ
ー

ル
（
50
ｍ
）、流
水
プ
ー
ル
、幼
児
プ
ー
ル
、

徒
歩
プ
ー
ル
、ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
、

ミ
ニ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
高
校
生

以
上
）

夏
休
み
期
間
中
の
利
用
料

　

矢
祭
町
内
の
幼
児
、
児
童
、
生
徒
が
、

夏
休
み
期
間
中
（
７
月
19
日
（
土
）
〜
８

月
24
日
（
日
）
※
３
歳
児
以
上
幼
児
の
み

８
月
25
日
（
月
）
ま
で
）
に
ス
イ
ン
ピ
ア

矢
祭
を
利
用
す
る
場
合
、
次
の
と
お
り
と

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
３
歳
未
満
の
幼
児
…
年
間
を
通
じ
て
無

料
▼
３
歳
〜
就
学
前
幼
児
…
や
ま
つ
り
こ

ど
も
園
長
の
発
行
す
る
利
用
証
の
呈
示
ま

た
は
、
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
に
属
さ
な
い

幼
児
は
、「
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
」
受
け
付

け
で
名
前
を
記
入
す
れ
ば
無
料
と
な
り
ま

す
。
▼
小
・
中
学
生
…
学
校
長
の
発
行
す

る
利
用
証
の
呈
示
で
無
料
と
な
り
ま
す
。

▼
同
伴
保
護
者
…
就
学
前
幼
児
保
護
者

は
、
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
長
の
発
行
す
る

同
伴
保
護
者
証
の
呈
示
、
や
ま
つ
り
こ
ど

も
園
に
属
さ
な
い
幼
児
の
保
護
者
は
、「
ス

イ
ン
ピ
ア
矢
祭
」
受
け
付
け
で
名
前
を
記

入
す
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
す
。
小
学
３
年

生
ま
で
の
保
護
者
は
、
学
校
長
の
発
行
す

る
同
伴
保
護
者
証
の
呈
示
で
無
料
と
な
り

ま
す
。
小
学
４
年
生
以
上
の
保
護
者
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
無
料
と
な
る

同
伴
保
護
者
は
１
世
帯
１
名
で
す
。　

問
い
合
わ
せ

　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭

　

☎
（
４
６
）
２
９
４
２

募集人数　22名

選手資格

　平成 26 年９月１日現在、矢祭町に在住

している方。中学生に限り学校所在地があ

る町から出場できる。また、勤務地が町内

にある小中学校教員、常備消防職員、役場

職員については、居住する市町村チームの

了解があれば出場できる。ふるさと選手は

他県・他市町村在住者であっても出身中学

校がある町から４名以内出場できる。

大会内容

　平成 26 年 11 月 16 日（日）午前７時

40 分スタート。しらかわカタールスポー

ツパーク（旧白河市総合運動公園）陸上競

技場～福島県庁前（16区間 95.1 キロ）

応募締め切り

　平成 26年８月８日（金）

申込み・問い合わせ

　矢祭町教育委員会生涯学習グループ

　☎（４６）２２０２

第２６回ふくしま駅伝

矢祭町チーム選手を募集

　

４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
次
の
２
つ
の
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
の
給
付
金

も
給
付
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
ど
ち
ら
か
１
つ
の
給
付
金

で
す
。

対
象
者

　

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
矢
祭
町
に

住
民
票
が
あ
り
、
平
成
26
年
度
分
の
住
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。
た
だ
し
、

課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
生
活
の
面
倒
を
見

て
も
ら
っ
て
い
る
方
や
生
活
保
護
の
受
給

者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。

支
給
額

　

１
人
に
つ
き
１
万
円
。老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給

者
な
ど
は
１
人
に
つ
き
５
千
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

町
役
場
自
立
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー

　

プ

　

☎
（
４
６
）
３
１
３
１

対
象
者

　

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
矢
祭
町
に

住
民
票
が
あ
り
、
平
成
26
年
１
月
分
の
児

童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給
者
で
平
成
25

年
分
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限

度
額
未
満
の
方
。

対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月
分
の
児

童
手
当
・
特
例
給
付
の
対
象
と
な
る
児
童
。

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
な

る
児
童
、
生
活
保
護
の
受
給
者
と
な
っ
て

い
る
児
童
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。

支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

問
い
合
わ
せ

　

町
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
４
６
）
４
５
７
３

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭

屋
外
プ
ー
ル
が
７
月
１
日
再
オ
ー
プ
ン

お知らせします。
２つの給付金。

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
す

れ
ば
わ
か
る
か

　

例
え
ば
、
ご
自
身
の
給
与
支
給
明
細

書
の
住
民
税
の
項
目
に
課
税
額
が
記
載

さ
れ
て
い
る
場
合
は
課
税
と
な
り
ま

す
。

基
準
日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）
の
翌

日
以
降
に
引
っ
越
し
た
場
合
の
給
付
金

の
受
け
取
り
は
ど
う
な
る
か

　

２
つ
の
給
付
金
は
基
準
日
時
点
で
住

民
票
の
あ
る
市
町
村
か
ら
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
申
請
期
間
や

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
基
準
日
時
点
で

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

基
準
日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）
以
降

に
生
ま
れ
た
方
や
亡
く
な
ら
れ
た
方
は

給
付
金
の
対
象
に
な
る
か

　

基
準
日
に
生
ま
れ
た
方
は
給
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
が
、
基
準
日
の
翌
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
は
給
付
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
基
準
日
か
ら
給
付

決
定
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
も
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

休
日
・
時
間
外
の
証
明
交
付
申
請
に

つ
い
て
は
、
そ
の
範
囲
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
左
記
の
証
明
書
以
外
は
発
行
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
証

明
書
の
申
請
時
に
は
、
本
人
確
認
と
し

て
、
運
転
免
許
証
等
の
提
示
を
お
願
い

し
ま
す
。（
戸
籍
法
施
行
規
則
11
条
の

２
）

戸
籍
・
住
民
関
係

▼
印
鑑
登
録
証
明
書
（
印
鑑
登
録
は
平

日
の
勤
務
時
間
の
み
）▼
住
民
票
謄
本
・

抄
本
▼
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
除
籍
・
改

正
現
戸
籍
謄
本
は
平
日
の
勤
務
時
間
の

み
）

税
務
関
係

▼
納
税
証
明
書
▼
所
得
証
明
書
▼
軽
自

動
車
税
納
税
証
明
書

※
各
種
税
金
・
使
用
料
等
も
納
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
各
課
に
提

出
す
る
書
類
等
は
お
預
か
り
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
内
容
等
に
不
備
が
あ

れ
ば
、
平
日
に
再
度
来
庁
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

▼
休
日
…
土
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
▼

時
間
外
…
平
日
の
午
前
７
時
30
分
〜
午

前
８
時
30
分
、
平
日
の
正
午
12
時
〜
午

後
１
時
、
午
後
５
時
15
分
〜
午
後
６
時

45
分 役

場
休
日
・
時
間
外
業
務
の

証
明
書
発
行
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28
年
４
月
統
合
・
開
校

矢
祭
小
学
校
の
基
本
設
計
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

【配置図】

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
矢
祭
小
学
校
の
基
本
設
計
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
平
成
26

年
９
月
末
ま
で
に
実
施
設
計
を
行
い
、

平
成
28
年
２
月
の
完
成
を
目
指
し
て
新

校
舎
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

　

矢
祭
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
24

年
度
の
第
１
回
矢
祭
町
小
学
校
統
合
等

検
討
委
員
会
か
ら
本
年
度
の
第
３
回
矢

祭
小
学
校
建
設
、開
校
準
備
委
員
会（
佐

川
正
一
郎
委
員
長
ほ
か
委
員
26
名
）
ま

で
の
計
21
回
の
委
員
会
を
開
い
て
審
議

や
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
２
回
の
広

聴
会
を
開
催
し
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聞
い
て
、
矢
祭
小
学
校
の
基
本
設
計
を

ま
と
め
ま
し
た
。
な
お
、
細
部
に
つ
い

て
は
今
後
も
実
施
設
計
の
中
で
検
討
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

耐
震
壁
を
適
切
な
位
置
に
配
置
し
、

地
震
に
強
い
学
校
と
し
ま
す
。

　

職
員
室
は
運
動
場
・
玄
関
・
通
学
路

（
朝
日
の
み
ち
）
や
校
舎
全
体
を
見
渡

せ
る
位
置
に
配
置
し
、
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

を
通
し
て
特
別
支
援
教
室
前
や
１
・
２

年
生
教
室
前
の
廊
下
も
見
渡
せ
ま
す
。

　

敷
地
外
周
に
は
高
さ
１
・
２
ｍ
の

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
隣

地
と
の
高
低
差
が
大
き
い
場
所
に
つ
い

て
は
法
面
を
設
け
る
な
ど
、
転
落
事
故

を
防
止
す
る
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

通
学
路
は
国
道
１
１
８
号
か
ら
と
国

道
３
４
９
号
か
ら
の
２
方
向
を
確
保

し
、
利
便
性
の
高
い
通
学
動
線
と
し
ま

す
。
ま
た
、
駐
車
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

国
道
３
４
９
号
か
ら
の
１
方
向
と
し

て
、安
全
な
歩
車
分
離
動
線
と
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
仮
囲
い
等
で
工
事
車

両
動
線
と
子
ど
も
た
ち
の
動
線
を
明
確

に
分
け
、
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　

教
室
に
は
、
２
方
向
に
開
口
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
自
然
の
風
が
流
れ
、
多

目
的
ホ
ー
ル
（
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
）
に
は

光
庭
（
光
が
入
り
に
く
い
場
所
に
光
を

取
り
込
む
た
め
の
空
間
）
を
採
用
し
、

自
然
な
採
光
が
入
る
や
さ
し
い
室
内
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
外

断
熱
、
太
陽
光
発
電
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

を
利
用
し
た
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
な
ど
二

酸
化
炭
素
の
発
生
を
抑
え
、
維
持
管
理

費
の
少
な
い
学
校
と
し
ま
す
。

　

内
装
仕
上
げ
材
に
は
地
場
産
の
木
材

（
ス
ギ
等
）
を
多
用
し
、
温
も
り
の
あ

る
校
舎
と
し
ま
す
。

　

普
通
教
室
・
特
別
支
援
教
室
と
も
に

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
心
身
の
成

長
に
合
わ
せ
た
学
習
環
境
と
す
る
た

め
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
一
体
的
に
利

用
で
き
る
教
室
と
し
ま
す
。

　

日
常
の
主
動
線
と
し
て
異
学
年
が
交

流
し
、
本
や
パ
ソ
コ
ン
に
い
つ
で
も
触

れ
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
３
学

年
が
一
度
に
利
用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー

ル
（
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
）
を
設
け
ま
す
。

国道１１８号

国
道
３
４
９
号

校舎西側より

子
ど
も
た
ち
が
安
全
・

安
心
に
生
活
で
き
る
学
校

自
然
を
活
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が

誇
り
に
思
え
る
学
校

多
機
能
な
学
習
環
境
を
備
え
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
を

育
む
学
校
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地
域
と
の
交
流
の
場
と
な
る
多
目
的

ホ
ー
ル
は
、
音
楽
室
や
家
庭
科
室
と
の

仕
切
り
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
会
、
児
童
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
様
々
な
展
開
で
の
活
用

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
の
お
年
寄
り
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
段

差
の
な
い
玄
関
周
り
な
ど
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
し
ま
す
。

　

１
階
の
多
目
的
ト
イ
レ
や
屋
外
ト
イ

レ
は
、
学
校
開
放
や
運
動
会
な
ど
で
も

容
易
に
利
用
で
き
る
よ
う
多
目
的
ホ
ー

ル
や
校
舎
の
そ
ば
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
体
育
館
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
は
地
域
の
会
議

や
災
害
時
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

国
道
１
１
８
号
に
面
し
て
校
舎
・
体

育
館
・
プ
ー
ル
等
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
学
校
の
メ
イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
朝
日
の
み
ち

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
活
動
が
ま
ち
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　

校
舎
や
体
育
館
の
屋
根
に
つ
い
て

も
、
景
観
的
な
側
面
や
積
雪
・
漏
水
の

問
題
、
構
造
的
な
問
題
等
、
様
々
な
観

点
か
ら
総
合
的
に
検
討
を
行
い
、
大
屋

根
は
設
け
ず
、
分
割
す
る
こ
と
で
東
舘

の
町
並
み
と
調
和
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
住
宅
地
へ
の
日
照

阻
害
や
圧
迫
感
を
抑
え
る
よ
う
一
定
の

距
離
を
確
保
し
た
上
で
２
階
建
と
し
ま

す
。

※
敷
地
造
成
に
向
け
て
、
記
念
事
業
な

ど
で
植
樹
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
な
ど
を

埋
設
し
た
情
報
を
ご
存
知
の
方
は
、
教

育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７
（
４
６
）
４
５
８
０

地
域
と
の
交
流
・
連
携
の
拠
点
と

し
て
矢
祭
町
の
中
心
と
な
る
学
校

東
舘
の
ま
ち
づ
く
り
を

牽
引
す
る
学
校

【配置図】

１F　多目的ホールのイメージ

２F　メディアセンターのイメージ
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た
ち
農
業
委
員
会
で
は
、
平

　
　
　

成
25
年
12
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

お
り
、
私
も
平
成
26
年
２
月
下
旬
に

３
日
間
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
３

日
間
の
取
り
組
み
と
は
い
え
、
至
る

所
に
草
木
が
生
い
茂
り
道
を
探
す
だ

け
で
も
一
苦
労
で
、
い
ざ
畑
に
た
ど

り
着
い
て
み
る
と
、
雑
木
や
竹
等
が

茂
り
、
こ
れ
が
畑
な
の
か
と
驚
き
を

隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昔
は
、
町
の
特
産
で
あ
っ
た
コ
ン

ニ
ャ
ク
を
作
る
た
め
に
山
を
崩
し
て

整
地
し
畑
に
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
産
地
間
競
争
に
よ
り

価
格
低
迷
が
続
き
、
耕
作
す
る
人
が

徐
々
に
少
な
く
な
り
遊
休
農
地
に
な

り
、
今
で
は
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
里
復
活

を
め
ざ
し
、「
一
畝
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
銘
打
っ
た
お
手
軽
コ
ン

ニ
ャ
ク
栽
培
普
及
事
業
を
計
画
し
て

お
り
、
現
在
、
モ
ニ
タ
ー
事
業
と
位

置
付
け
た
種
芋
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
蕎
麦
や
大
豆
を
刈
る

汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
や
製
粉
設
備
を
導

入
し
、
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
に
一
人
で
も
多

く
の
人
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、

遊
休
農
地
解
消
の
為
、
有
効
利
用
に

協
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　

い
も
の
で
、
農
業
委
員
と
し

　
　
　

て
活
動
を
続
け
て
４
年
余
り

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
、
何
を
す
る
の
か
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
右
往
左
往
し
て
い

る
状
態
で
し
た
が
、先
輩
方
や
同
僚
、

そ
し
て
事
務
局
の
皆
様
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
、
今
ま
で
務
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

最
近
は
事
務
局
の
配
慮
に
よ
り
、

総
会
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て
、
農

地
法
や
国
の
農
業
政
策
等
に
つ
い
て

説
明
や
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
少

し
ず
つ
農
地
や
農
業
に
つ
い
て
理
解

も
深
ま
っ
て
き
て
い
る
の
か
な
と
勝

手
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
、
25
年
度
と

耕
作
放
棄
地
の
調
査
を
し
ま
し
た

が
、
前
年
と
比
べ
て
放
棄
地
の
面
積

が
増
え
、
状
態
の
悪
化
が
加
速
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
政
府
は
、
新
し
い
農

業
・
農
村
政
策
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
減
反
を
廃
止
し
て
農
業
経

営
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
、
担
い

手
へ
農
地
を
集
約
し
て
規
模
の
拡
大

を
図
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
ま
す

が
、
農
家
一
戸
当
た
り
ど
れ
だ
け
の

面
積
を
耕
作
す
れ
ば
農
業
だ
け
で
生

活
し
て
い
け
る
の
か
が
示
さ
れ
ず
、

私
個
人
と
し
て
は
、
以
前
よ
り
行
わ

れ
て
き
た
、
と
に
か
く
規
模
拡
大
と

い
う
ゴ
ー
ル
な
き
規
模
拡
大
政
策
と

大
差
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
、
農
協
の

改
革
案
、
作
物
の
鳥
獣
被
害
等
々
、

農
家
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
微
力
な

が
ら
、
農
家
・
農
村
が
少
し
で
も
良

い
方
向
に
向
か
う
よ
う
に
残
り
の
任

期
を
頑
張
っ
て
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

M
A
S
A
K
A
Z
U
 K
O
IT
O

さがわ・とみお●昭和
26 年 3月生まれ。63 歳。
高野在住。担当地区は高
野・山下・福住地区。趣
味は釣り。座右の銘は「努
力」

こいと・まさかず●昭和
27年12月生まれ。61歳。
下関河内在住。担当地区
は下関河内。趣味はス
ポーツ観戦。座右の銘は
「誠心誠意」

農業委員会委員

佐川富夫

PROFILE

農業委員会委員

小井戸正和

PROFILE

農業委員会だ・よ・りAgriculture Committee News Letter

私早

農
太
▼
最
近
、「
太
陽
光
パ
ネ
ル
」
を
よ
く
見
か
け
る
け
ど
、
パ
ネ
ル
を
遊
休

　

農
地
に
設
置
す
る
こ
と
は
出
来
る
の
か
な
。

地
子
▼
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
農
地
に
設
置
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
転
用
手

　

続
き
が
必
要
と
な
る
わ
よ
。

農
太
▼
農
地
法
４
条
、
又
は
５
条
だ
ね
。
最
近
は
色
々
な
補
助
も
あ
る
み
た
い

　

だ
し
、
設
置
し
た
い
と
思
う
人
は
多
い
だ
ろ
う
ね
。

地
子
▼
そ
う
ね
。
農
業
委
員
会
へ
の
相
談
も
増
え
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
、
太

　

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
た
め
の
転
用
は
、色
々
と
厳
し
い
条
件
が
あ
る
の
よ
ね
。

農
太
▼
そ
う
な
の
？

地
子
▼
ま
ず
、
農
振
農
用
地
区
域
の
農
地
は
パ
ネ
ル
の
設
置
は
出
来
な
い
わ
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
理
由
と
し
た
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
は
原
則
認
め

　

ら
れ
な
い
の
。

農
太
▼
う
〜
ん
、
な
か
な
か
厳
し
い
ね
。
農
振
農
用
地
区
域
以
外
な
ら
大
丈
夫

　

な
の
か
な
。

地
子
▼
そ
の
場
合
で
も
、
第
１
種
農
地
の
場
合
は
ま
ず
無
理
だ
と
思
っ
た
方
が

　

い
い
わ
ね
。

農
太
▼
第
１
種
農
地
っ
て
？

地
子
▼
良
好
な
営
農
条
件
を
備
え
て
い
る
農
地
の
こ
と
で
、
お
お
む
ね
10
ヘ
ク

　

タ
ー
ル
以
上
の
一
団
の
農
地
を
形
成
し
て
い
る
場
合
や
、
圃
場
整
備
等
を
実

　

施
又
は
計
画
し
て
い
る
農
地
な
ど
が
該
当
す
る
の
。

農
太
▼
圃
場
整
備
等
は
ま
だ
し
も
、
一
団
の
農
地
を
形
成
し
て
い
る
か
ど
う
か

　

は
、
一
概
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

地
子
▼
そ
う
ね
。
農
地
区
分
の
判
断
は
町
の
農
業
委
員
会
や
県
の
農
業
会
議
が

　

行
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
転
用
者
が
決
め
て
か
か
る
の
は
大
変
危
険
だ
と
思

　

う
わ
よ
。

農
太
▼
な
る
ほ
ど
ね
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
場
合
は
、
出
来
る
だ
け
早

　

め
に
農
業
委
員
会
に
相
談
し
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
ね
。

農
太
と
地
子
の

農
地
法
対
談

■
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
、
農
地
法
の
制
度
を

　

１
つ
取
り
上
げ
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
購
読
の
ご
案
内

　皆さんは「全国農業新聞」という
ものをご存知ですか。全国農業会議
所が毎週金曜日に発行している週刊
紙で、昭和 27 年から五十年余りに
渡って発行されています。
　農業委員会等に関する法律の第６
条には、農業委員会の果たすべき役
割が規定されているのですが、その
一つとして「農業および農民に関す
る情報提供」というものがあります。
「全国農業新聞」は、この役割を果
たすためのツールとして発行されて
いるもので、農業政策の解説や、全
国の先進的な取り組み事例の紹介な
ど、農業を行う人たちに役立つ情報
を意識した紙面構成となっていま
す。

　購読料は月額６００円。サンプルと
なる紙面は町役場又は各農業委員さ
んの自宅にありますので、興味のあ
る方は気軽にお声かけください。

■問い合わせ
　町役場内
　農業委員会事務局
　☎４６－４５７６

農
政
へ
の
理
解
促
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。



Happy Birthday
７月生まれ

すくすく
満１歳

石井　凰
おうすけ

介くん
７月 12日生まれ ■小田川

金澤　藍
らん
ちゃん

７月 24日生まれ ■東舘

鈴木佑
ゆうや

弥くん
７月 31日生まれ ■茗荷

増子 廉
きよたけ

長くん
７月２日生まれ ■東舘

深谷蘭
らんり

吏くん
７月 17日生まれ ■下石井

柳田龍
りゅうのすけ

之介くん
７月 30日生まれ ■東舘

鈴木結
ゆいな

奈ちゃん
７月 15日生まれ ■東舘

鈴木絢
あやな

奈ちゃん
７月 15日生まれ ■東舘

吉岡　輝
ひかる
くん

７月 27日生まれ ■下石井
小滝琉

る い と

依斗くん
７月 26日生まれ ■上関河内

あなたの成長ひとつひと
つが何よりの幸せです。
強く優しい人になって下
さい。　　（父・母より）

いっつもご機嫌な藍ちゃ
ん。これからも沢山笑っ
ていこうね。ぶくぶくな
藍ちゃん大好きだょ～♡
　　　（ぱぱ・ままより）

１歳おめでとう。たくさ
ん食べて大きくなってね！
　　　（パパ・ママより）

健康に生まれて来きてく
れてありがとう。日々成
長に期待は増えますが持ち
前の愛嬌で応えていって下
さい。（パパ・ママより）

イタズラが大好きな蘭
吏。笑ってごまかす顔が
とってもかわいいです。
元気に育ってね。
　　　（パパ・ママより）

元気いっぱいの龍之介く
ん。これからもお兄ちゃ
ん、お姉ちゃんと仲良く、
たくましく育ってね♡
　　　（パパ・ママより）

いつもにこにこ元気でか
わいい結奈ちゃん。これ
からもすくすく育ってね。
　　　（パパ・ママより）

いつもにこにこ元気でか
わいい絢奈ちゃん。これ
からも家族みんなを笑顔
にしてね。
　　　（パパ・ママより）

もうすぐ１歳。おめでと
う。これからも元気いっ
ぱい、すくすく育ってね。
　　　（パパ・ママより）

食べることが大好きな琉
依斗くん。これからもい
っぱい食べて、元気に育
ってね♡
　　　（パパ・ママより）

1415

会
う
度
に
背
丈
大
き
く
な
る
孫
の
愛
用
の
靴
惜
し
み
つ
つ
捨
て
る　

近
藤　

和
夫

放
牧
の
馬
を
夕
べ
に
呼
び
て
い
る
村
の
人
ら
の
声
遙
け
し　
　
　
　

片
野　

税
子

豊
作
を
願
い
て
植
え
し
早
苗
田
に
五
月
の
風
が
葉
を
揺
ら
し
お
り　

片
野　

盛
好

早
苗
田
に
触
れ
つ
か
す
め
つ
玄つ

ば
く
ら鳥
の
し
き
り
に
飛
べ
り
羽
根
ひ
か
ら
せ
て

深
谷　

絹
子

集
団
的
自
衛
権
な
ど
許
せ
な
い
悲
惨
な
戦
争
忘
れ
て
な
ら
ぬ　
　
　

佐
川　

典
子

放
射
能
の
風
評
吹
き
飛
ば
し
久
慈
川
に
花
火
轟
く
鮎
の
解
禁　
　
　

松
本　

精
次

祖お
や

の
代よ

よ
り
の
風
よ
け
な
り
し
竹
藪
は
折
れ
ん
ば
か
り
に
強
風
に
靡
く

藤
田　

君
江

来
し
方
を
一
人
し
み
じ
み
思
う
時
ふ
る
さ
と
の
父
母
が
頭
を
よ
ぎ
る

金
澤　

京
子

早
朝
の
青
田
を
渡
る
風
す
が
し
髪
な
び
か
せ
て
走
る
人
お
り

星　
　

初
枝

午
後
の
日
が
曇
り
ガ
ラ
ス
に
木
々
う
つ
す
群
れ
て
遊
べ
る
小
鳥
の
影
も

菊
池　

知
子

遠
き
日
に
牡
丹
園
よ
り
買
い
き
た
る
黄
色
き
牡
丹
今
盛
り
な
り

佐
藤
ミ
サ
子

夕
闇
の
露
天
風
呂
よ
り
仰
ぎ
見
る
筑
波
の
山
に
満
天
の
星齊

藤　

𠮷
民

一
年
生
の
朝
の
あ
い
さ
つ
「
お
は
よ
う
」
と
明
る
い
声
に
心
な
ご
み
ぬ

佐
川　

文
江

短
歌

矢
祭
町
短
歌
会
六
月
詠
草

　

こ
の
本
は
、
春
に
う
ま
れ
た
ば
か
り
の
ヤ
マ
メ
の
子
、
ピ
ン
ク
が
あ
ぶ
な
い
目
に
あ
い

な
が
ら
も
、
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
す
様
子
が
色
あ
ざ
や
か
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
て
い

る
絵
本
で
す
。
お
な
か
を
す
か
せ
た
ヤ
マ
メ
の
子
ピ
ン
ク
は
、
一
生
懸
命
、
え
も
の
を
と

ら
え
よ
う
と
し
ま
す
が
、
大
き
な
魚
に
横
取
り
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
直

後
、
そ
の
大
き
な
魚
は
な
ん
と
…
！
？

　

や
っ
と
の
思
い
で
ピ
ン
ク
は
、
え
も
の
を
つ
か
ま
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
え
も
の
と

は
実
は
…
。

　

こ
の
本
で
は
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
に
食
物
連
鎖
に
つ
い
て
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
読
み
聞
か
せ
の
し
か
た
に
よ
っ
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
作
ら
れ
た
絵

本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
ら
、
子
ど
も
を
引
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
、

改
め
て
読
み
聞
か
せ
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
読
み
聞
か
せ
の
仕
方

を
工
夫
し
な
が
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
本
に
触
れ
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 ピ

ン
ク
、
ぺ
っ
こ
ん

「
家う
ち
ど
く読
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

わ
が
家
の
イ
チ
お
し

　
　
　
　
　
　

こ
の
一
冊

矢祭もったいない図書館利用者

長谷川祐木さん　　

　　　　哲
てった

汰くん（２歳）

　　　　　幹
かんた

汰くん（０歳）

―
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
所
蔵
本
か
ら
―

著
者　

村
上
康
成　

出
版
社　

徳
間
書
店

【東舘在住】



　子どもといろいろなところに出かけて思い出を

　作ることです。

　結婚して、子どもを産んで幸せな家庭を持つこ

　とですが、もう叶いました♡

　買い物です。

　ゆずシャーベットがおいしいところと田んぼと

　山しかない自然豊かなところです。　

　子どもたちが楽しく遊べる場所があるといいで

　すね。

　別に…。私を見かけたらよろしくお願いします。

ワカ
モノ

フェイス
aceＦ

子
ど
も
と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
て

思
い
出
を
作
り
た
い

佐川陽子さん

No. ４

Ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｏ
 
Ｓ
ａ
ｇ
ａ
ｗ
ａ

　

「
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
て
き

た
経
験
と
埼
玉
で
幼
稚
園
教
諭
を

し
て
い
た
経
験
を
活
か
し
て
、
子

ど
も
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と

思
い
、
始
め
た
仕
事
な
ん
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
カ
ン
ガ

ル
ー
く
ら
ぶ
の
発
足
当
初
か
ら
子

育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
る

中
野
美
智
子
さ
ん
。

　

中
野
さ
ん
は
毎
週
月
、
火
、
水
、

金
曜
日
に
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
実

施
し
て
い
る
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ

で
火
曜
日
を
担
当
。
ま
た
、
月
１

度
行
わ
れ
る
カ
ン
ガ
ル
ー
講
座
で

は
自
分
の
経
験
、
ス
キ
ル
を
活
か

し
子
育
て
に
役
立
つ
遊
び
を
子
ど

も
た
ち
や
お
母
さ
ん
に
教
え
、
時

に
は
子
育
て
に
悩
む
お
母
さ
ん
か

ら
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
子
育
て

全
般
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

　

「
子
ど
も
に
は
明
る
い
未
来
や

無
限
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
。
子

ど
も
が
成
長
す
る
姿
を
見
る
の
は

と
て
も
楽
し
く
う
れ
し
い
。
心
身

と
も
に
健
や
か
に
子
ど
も
ら
し
い

子
ど
も
に
成
長
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
期
待
を
寄

せ
る
中
野
さ
ん
。

　

カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
は
お
母
さ

ん
同
士
、
そ
し
て
子
ど
も
同
士
で

友
達
が
で
き
る
の
で
参
加
を
迷
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
は
１
度
顔
を
出

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
は
お
母
さ
ん
に
ス

ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
と
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
つ
も
り
で
参
加
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
優
し
い

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さがわ・ようこ
26 歳・中石井在住

　

６
月
18
日
（
水
）
第
２
回
目
の

〝
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
〞
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
自
己
紹
介
で
は
、
ま

だ
ま
だ
固
い
表
情
を
み
せ
て
い
た

皆
さ
ん
で
し
た
が
、
小
学
校
時
代

の
給
食
の
話
題
に
な
る
と
そ
れ
ぞ

れ
体
験
談
が
飛
び
出
し
、
一
気
に

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し

た
。
苦
手
だ
っ
た
献
立
に
は
み
な

さ
ん
共
通
す
る
思
い
出
が
あ
り
、

会
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

　

な
に
げ
な
い
会
話
の
中
に
も
、

新
し
い
出
会
い
に
つ
な
が
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　
〝
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
〞
は
毎

月
第
３
水
曜
日
午
後
６
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
の
間
好
き
な
時
間
に

自
由
に
立
ち
寄
れ
る
カ
フ
ェ
で

す
。
独
身
者
の
み
な
さ
ん
、
お
友

達
と
一
緒
に
、
ま
た
お
一
人
で
も

〝
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
〞
へ
是
非

ど
う
ぞ
。

　

次
回
は
７
月
16
日
（
水
）
で
す
。

メッセージ

～ from 結婚支援室～

message　

（１）

◆今、一番やりたいことは何ですか？

◆将来の夢は何ですか？

◆趣味は何ですか？

◆町の好きなところはどこですか？

◆アピールしたいことはありますか？

子
ど
も
と
遊
び
を
通
し
て
ふ
れ
あ
う
中
野
さ
ん
。

毎
週
火
曜
日
、
小
さ
な
子
ど
も
と
の
遊
び
や
お

母
さ
ん
と
の
会
話
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

明
る
い
未
来
と
無
限
の
可
能
性
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－Vol. ４－

中
野
美
智
子
さ
ん

PROFILE

【なかの みちこ】50 歳。関岡在住。趣
味は友達とお食事会に行くこと、ガーデ
ニング。座右の銘は「継続は力なり」

◆町への要望はありますか？

プロジェクト Y結婚支援室

問い合わせ
☎ 46-4884（直通）
E-mail project-y@town.yamatsuri.
fukushima.jp
相談受付
平日午前8時30分～正午

1617



Ｈ

保健だより

Ｃ
ｅａｌｔｈ

ｈｅｃｋ

実 施 日 会　　場 実 施 日 会　　場

８月４日（月）追分多目的集会施設 ８月１８日（月）山 村 開 発 セ ン タ ー

８月５日（火）宝坂構造改善センター ８月１９日（火）山 村 開 発 セ ン タ ー

８月６日（水）内 川 小 学 校 体 育 館 ８月２０日（水）高城構造改善センター

８月７日（木）上関河内健康ふれあい館 ８月２１日（木）石 井 小 学 校 体 育 館

８月８日（金）下関河内多目的集会施設 ８月２２日（金）下石井多目的共同利用施設

８月２４日（日）矢祭町体育センター

▲平成２６年度の特定健診日程表（受付時間：午前７時３０分～午前９時３０分）

■問い合わせ
　山村開発センター
　保健師
　☎（４６）２０９７

1819

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
て
生
活
習
慣
病
を
調
べ

る
健
診
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
内
臓
の
ま
わ
り

に
脂
肪
が
必
要
以
上
に
つ
き
、
高

血
糖
、
脂
質
異
常
、
高
血
圧
の
リ

ス
ク
が
重
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま

す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
動

脈
硬
化
が
進
行
し
、
重
症
化
し
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の

兆
し
を
い
ち
早
く
発
見
す
る
た
め

に
実
施
す
る
の
が
特
定
健
診
で

す
。
矢
祭
町
の
死
亡
原
因
を
み
て

も
、
生
活
習
慣
病
が
、
62
・
４
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
74
歳
の
方
が
対
象
で

す
。
加
入
し
て
い
る
保
険
者
が
主

体
と
な
っ
て
実
施
し
ま
す
の
で
、

矢
祭
町
で
実
施
す
る
の
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

の
40~
74
歳
の
方
、
全
員
と
な
り

ま
す
。
39
歳
以
下
の
方
や
75
歳
以

上
の
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
も
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
社
会
保
険
の
家

族
の
方
が
受
診
す
る
際
は
、
保
険

証
・
特
定
健
診
受
診
券
・
自
己
負

担
金（
特
定
健
診
の
通
知
に
記
載
）

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
の
目
的
は
、
健
診
結

果
に
基
づ
い
て
生
活
習
慣
の
改
善

に
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
特
定

健
診
時
に
、「
運
動
や
食
習
慣
な

ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
し
よ
う
と

思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、「
改
善
す
る
つ
も
り
は
な

い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
県
南

地
域
で
矢
祭
町
が
も
っ
と
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
し
な
い

と
、
次
の
年
度
の
健
診
結
果
は
ど

う
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
か
？

　

通
院
し
て
い
る
方
も
、
対
象
と

な
り
ま
す
。
自
分
の
通
院
し
て
い

る
疾
病
以
外
の
検
査
も
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
通
院
し
て
い
る
方

も
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
か
ら
特
定
健
診
と

が
ん
検
診
等
が
始
ま
り
ま
す

８
月
４
日
か
ら
で
実
施
さ
れ
る
健
診
。
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
た
め
に
、
そ
し
て
家
族
を
悲
し
ま
せ
な
い
た
め
に
も
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

右
記
の
と
お
り
矢
祭
町
は
県
南
地
域
の

中
で
高
く
メ
タ
ボ
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
く
て
進
行
し
て
い
く
生
活

習
慣
病
で
す
。
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い

あ
な
た
の
血
管
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
を
知
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
健
診
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

悪性新生物, 
23.90%

心疾患, 19.70%

脳血管疾, 
18.80%

その他, 37.60%

▲矢祭町の死亡原因
（出典：平成24年人口動態統計（確定値）の概要）

▲生活習慣改善についての意向への回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福島県

鮫川村

塙町

棚倉町

矢祭町

改善するつもりなし 改善するつもり 近いうちに

取組済（6か月以内） 取組済（6か月以上）

0

5

10

15

20

25

30

35

矢祭町 県南 福島県

メタボ予備軍

メタボ該当者

▲メタボの状況
（出典：平成24年福島県国保特定健診結果　速報値）

健
診
で
健
康
状
態
を

把
握
し
生
活
習
慣
を

見
直
す
き
っ
か
け
に

な
ぜ
実
施
す
る
の
で
す
か

特
定
健
診
の
対
象
者

矢
祭
町
の
受
診
者
は
、

生
活
改
善
を
し
よ
う
と
は

思
わ
な
い
人
が
多
い
！

毎
月
、
通
院
し
て
い
る
人
は
受

け
な
く
て
も
い
い
で
す
か
？　



　６月８日、第６期「矢祭子ども司書」

講座の開講式が中央公民館で行われま

した。今回の受講者は７名。子ども司

書は友人や家族に読書のすばらしさと、

大切さを伝えるリーダーになってもら

うことが目的で、これまで６９名が誕

生しています。式の終了後は早速、講

義が行われ、全１５回の講座がスター

トしました。

読
書
の
魅
力
伝
え
る

リ
ー
ダ
ー
に

2021

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

伝達に訪れた保護司の皆さん

　６月１０日、保護司の寺島良夫さ

んと和田昌造さん、野村一峰さんが

役場を訪れ、町長に法務大臣と県知

事からのメッセージ「社会を明るく

する運動にご協力を」を伝達し、町

へ協力を要請しました。この運動は

地域で犯罪や非行のない安全で安心

できる社会を築こうとする運動で毎

年７月が強化月間となっています。

天然林内を歩く参加者

　５月２９日、八溝山天然林保存会総

会が天然林内の広場で行われました。

総会には保存会会員や一般参加の歩こ

う会の会員など４５名が参加。参加者

たちは天然林内で先人たちが残した木

々にふれながら八溝山天然林の重要性

を再確認し、これからもこの千代不伐

の天然林を守っていくことを誓いまし

た。

　６月１日、町教育委員会と中央公民

会主催のさわやかサイクリングが、久

慈川サイクリングロードをコースに開

催され、参加者５１名、事務局やボラ

ンティア１５名の引率で道の駅はなわ

を目指しました。道の駅では商工会女

性部の協力により豚汁などが振る舞わ

れ、ゲームで交流するなど、楽しい１

日を満喫しました。

テープカットを行ったみなさん

サイクリングを楽しむ参加者大会を楽しむ選手たち

　６月８日、矢祭町体育協会主催によ

る県民スポーツ矢祭町大会が町営運動

場と体育センターを会場に実施され、

青年・壮年ソフトボールと９人制バ

レーボールに計８チームが出場しまし

た。結果は次のとおりです。

　矢祭町観光協会主催による久慈川の

あゆ解禁セレモニーは６月 1 日、矢

祭山公園総合案内施設付近の広場で行

われました。セレモニーでは観光協会

役員、漁協役員、町議会議員などが参

加し、テープカットが行われました。

今年も東北地方でトップの解禁。天候

にも恵まれ多くの釣り人でにぎわいを

見せました。

寄付に訪れた佐川大会長と豊田事務局長

受講証を受け取る受講生

▲青年ソフトボール…優勝［石井ソフト］準優

勝…［高山体育協会］▲壮年ソフトボール…優

勝［ベアーズ］準優勝…［東舘壮年ソフトクラブ］

▲９人制バレーボール…優勝［桃ノ木体協］準

優勝…［関岡クラブ］

天
然
林
の
重
要
性
を

再
確
認

東
北
で
ト
ッ
プ
を
切
り

あ
ゆ
解
禁

さ
わ
や
か
な
風
の
中

走
る

　６月 1 日に棚倉田舎倶楽部で行わ

れた第２９回町民親善ゴルフ大会で参

加者及び棚倉田舎倶楽部から募金が寄

せられ、その募金４３，５７２円を佐川重

俊大会長と豊田隆三事務局長が６月５

日に役場を訪れ、町に寄付しました。

町ではいただいた浄財をふるさと創生

人づくり基金に繰り入れ大切に使わせ

ていただきます。

第
１
回
大
会
か
ら
続
く

善
意

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
へ

上
位
の
大
会
目
指
し

汗
流
す



３００円 ３００円 ３００円

温泉入浴券 温泉入浴券 温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭 東舘温泉ユーパル矢祭 東舘温泉ユーパル矢祭

◆ 1枚につき 1名有効
◆他のサービスとの併用はできません
発行 /（一財）矢祭振興公社　☎ 0247-46-4300

◆ 1 枚につき 1名有効
◆他のサービスとの併用はできません
発行 /（一財）矢祭振興公社　☎ 0247-46-4300

◆ 1 枚につき 1名有効
◆他のサービスとの併用はできません
発行 /（一財）矢祭振興公社　☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、上記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません

有効期限：平成２６年８月３１日まで 有効期限：平成２６年８月３１日まで 有効期限：平成２６年８月３１日まで
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日
本
遺
族
会
で
は
先
の
大
戦

で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の

遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
が

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す

る
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
は

９
万
円
で
す
。

■
実
施
地
域

　

広
域
地
域
…
旧
満
州
、
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
旧
ソ
連
、
マ

リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
（
１
次
）、
ト
ラ
ッ
ク
・

パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ

レ
ー
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１

次
）、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
（
１
次
）、
台
湾
・
バ

シ
ー
海
峡
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
（
２
次
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

イ
ン
ド
（
２
次
）、
フ
ィ
リ
ピ

ン
（
２
次
）、
中
国
／
特
定
地

域
…
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ

ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル

・
ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
遺
族
会

　

☎
０
２
４（
５
３
４
）５
８
７
７

■
受
験
資
格

　

警
備
官
…
①
平
成
26
年
４
月

１
日
に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方
及
び
平

成
27
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

見
込
み
の
方　

②
人
事
院
が
①

に
準
ず
る
と
認
め
る
方
／
警
備

官
（
社
会
人
）
…
昭
和
49
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

（
右
記
警
備
官
①
に
規
定
す
る

期
間
を
経
過
し
た
方
及
び
人
事

院
が
そ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る

方
に
限
り
ま
す
）

■
受
付
期
間　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
７
月
22

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
７
月
31

日
（
木
）
／
郵
送
ま
た
は
持
参

…
７
月
22
日
（
火
）
〜
７
月
25

日
（
金
）
※
で
き
る
だ
け
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
を
利
用
し

て
下
さ
い
。

■
第
１
次
試
験

　

９
月
28
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

　

法
務
省
仙
台
入
国
管
理
局
総

　

務
課

　

☎
０
２
２（
２
５
６
）６
０
７
６

■
職
種
・
採
用
人
員

　

消
防
吏
員　

４
名
程
度

■
受
験
資
格

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。
学
歴
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。

■
試
験
科
目

　

第
１
次
試
験
…
教
養
試
験

（
筆
記
試
験
）・
消
防
適
性
検
査

／
第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験

合
格
者
）
…
身
体
検
査
・
体
力

検
査
・
作
文
・
口
述
試
験

■
試
験
日
時

　

第
１
次
試
験
…
年
９
月
21
日

（
日
）
／
受
付
時
間
…
午
前
９

時
〜
午
前
９
時
30
分
／
試
験
時

間
…
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

20
分

■
試
験
会
場

　

第
１
次
試
験
…
白
河
市
産
業

プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

（
白
河
市
中
田
１
４
０
番
地
）

■
受
験
手
続　

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消

防
本
部
及
び
各
消
防
署
・
分
署

に
準
備
し
て
あ
る
試
験
申
込
書

等
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
白

河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防
本

部
総
務
課
人
事
係
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

７
月
16
日
（
水
）
〜
８
月
15

日
（
金
）
ま
で
の
執
務
時
間
中

（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）。
郵

送
に
よ
る
申
込
受
付
は
、
平
成

26
年
８
月
13
日
（
水
）
の
消
印

有
効
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消

　

防
本
部
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）２
１
６
８

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
金
）
〜
９
月
９

日
（
火
）

①
自
衛
官
候
補
生

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
試
験
日
・
場
所

　

男
子
…
９
月
20
日
（
土
）
午

後
・
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
（
白
河
市
中
田

１
４
０
番
地
）
／
女
子
…
９
月

25
日
（
木
）・
陸
上
自
衛
隊
郡

山
駐
屯
地
（
郡
山
市
大
槻
町
字

長
右
ヱ
門
林
１
）

②
一
般
曹
候
補
生

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
試
験
日
・
場
所

　

９
月
20
日
（
土
）
午
前
・
白

河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ

ン
タ
ー
（
白
河
市
中
田
１
４
０

番
地
）

③
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学

生■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

■
試
験
日
・
場
所

　

９
月
23
日
（
火
）・
郡
山
市

労
働
福
祉
会
館
（
郡
山
市
虎
丸

７
番
７
号
）

社会を明るくする運動…広げよう「感謝」の気持ち

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
２
４
８（
２
４
）０
３
７
２

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
、
遺
言
、
多
重
債

務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見

等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

８
月
７
日
（
木
）

　

９
月
４
日
（
木
）

■
時
間

　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

■
場
所

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階
（
福

　

島
県
白
河
市
本
町
２
）

人の動き

人　口 ６,２７１人 （＋ 3）

男 ３,０８８人 （＋ 1）

女 ３,１８３人 （＋ 2）

世　帯 ２,０８１世帯 （＋ 2）

６月１日現在の住民基本台帳より
（　）内は前月比

( 敬称略 )

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区

鈴木日
ひ な の

南乃 5 /24 邦裕・聡恵 東　舘

塙　　泰
たいが

嘉 6 /17 貴行・由美 下関河内

加藤　希
の あ

空 6 /20 勝行・祥子 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう

( 敬称略 )
亡くなられた方 年齢 喪主 没月日 地 区
豊田美智男 89 力雄 5 / 30 宝　坂
多川ヒサイ 87 利徳 6 / 3 東　舘
菊池　スイ 97 富夫 6 / 6 東　舘
金澤みい子 91 榮壽 6 / 6 宝　坂
寺島巳之吉 97 義雄 6 / ８ 高　野
鈴木　榮一 89 光義 6 / 10 上関河内
豊田喜四郎 73 実 6 / 13 戸　塚
片野　トメ 92 正義 6 / 13 内　川
桑原　金男 86 秀則 6 / 23 東　舘
富永　ツギ 86 清美 6 / 29 大　垬

●お悔み申し上げます

●あとがき
☆今回、取材させていただいたポンプ
操法の練習では「優勝したい」や「上
の大会に行きたい」という声を多くの
選手から聞くことができました。７月
２７日の大会当日は取材をしながら、1
人の消防団員として選手たちが練習の
成果をすべて出せるよう見守りたいと
思います。みなさんも選手たちに熱い
声援をお願いします。（龍）

◆矢祭町内件数
（平成２６年１月１日～６月１３日）

火災件数 　 １件

救急出動　１００件

「火事・救急・救助は１１９番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　　TEL ４６―２１１９

　花火のシーズンがきました。この時期はライターによる火遊び火災が

発生しやすい時期です。ライターは子供の手の届かない所に保管しま

しょう。

　〇危険なロケット花火などはしない

　〇花火を人に向けてやらない。

　〇家の周辺や燃えやすいものの近くではやらない

　〇風の強い時はやらない。

　〇花火は大人といっしょに遊び、水バケツを用意する。

　〇花火は１本ずつ点火し、正しい所に点火する。

　〇花火をほぐしたり、のぞいたりしない。

決まりを守って楽しい花火を！

平成２６年度全国統一防火標語

「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」

行事＆
　　お知らせ

情報局情報局
■
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
７
８
５

　

午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
祝
祭
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
）

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各

種
団
体
の
会
合
な
ど
に
お
伺
い

し
、「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」
等

の
金
融
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
、
日
頃
か
ら
注
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
内
容
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。
講
演
料
は
無
料
で
す
の
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
３
０
３

　

福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

平成26年夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動（７月16日～７月25日）　スローガン「無事帰る ベルトに託す その思い」

戦
没
者
遺
児

慰
霊
友
好
親
善
事
業

今月の納税
●固定資産税                  　２期
●国民健康保険税及び介護納付金２期
●介護保険料　                  ２期
※口座振替日・納期限
　７月３１日（木）

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

案　
　

内

入
国
警
備
官

消
防
吏
員
採
用
試
験

相　
　

談

募　
　

集

自
衛
官
採
用
試
験

金
融
犯
罪
被
害
防
止
等
の

た
め
の
出
前
講
座



日 月 火 水 木 金 土

7/6 ７小夏、七夕 ８ ９ 10 11 12
●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

○あらまちクリニック☎33―8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

13 14 15 16 17 18 19勤労青少年の日
●３ケ月児健診
　塙（受付 13：30～ 13：40）

●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）
●夏の交通事故防止
　県民総ぐるみ運動
　（～25日）

○つちやクリニック☎43―2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20土用 21海の日 22 23大暑 24 25 26
●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）

○ふじた循環器内科☎33―2013 ○金澤医院☎46―2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

27 28 29土用の丑 30 31 8/1水の日 ２
● 3歳児健診
　山開（受付13：00～13：15）

○和田医院☎33―2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

３ ４ ５ ６広島平和記念日 ７ ８ ９長崎原爆の日
●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）
●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

○東舘診療所☎46―3165 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

特定健診及び各種がん検診（受付７：３０～９：３０）

当

当

当

当

当

当

　子どもたちにはそれぞれの個性を生かしながら自然の中で丈夫に
育って欲しいと教えてくれたお母さんの歩さんとおばあちゃんの治
子さん。
　「３人とも外で遊ぶのが大好きで田んぼや畑仕事に連れて行った
りするので畑に実っている野菜を採ってきてと頼むと、どこに何が
あるのか知っていて持って来てくれるんです」と嬉しそうに話しま
す。兄弟げんかはあまりせず泣いてもすぐに笑っているような仲が
良い３人。１番上の真仁くんは優しく、２番目の大翔くんは几帳面
でやんちゃ。３番目の瑛士くんは我が道を行く性格であると話すお
二人。そんな３兄弟に将来は自分のやりたいことを自由にやって欲
しいですが１人くらい家業（板金）を継いでくれればと笑顔で話し
ます。「今は子どもが少ない時代ですがにぎやかにテーブルを囲ん
で一家だんらんを過ごすのはとてもにぎやかで楽しいですよ」と家
族の温かさを感じさせるお話を聞かせていただきました。

月 情報カレンダー 〔略省〕○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　スイ…スインピア矢祭

当
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７

家族と一緒に

【下関河内在住】

お子さん 本田真
まなと

仁くん（７）大
ひろと

翔くん（４）瑛
えいじ

士くん（２）

お母さん 歩さん  おばあちゃん 治子さんInterview
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